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●わくわくサマースクール● 

私たち西宮浜班は西宮市教育委員会からの依頼を

うけ、西宮浜の活性化を目指して結成されました。最

初は西宮浜地域に住む子どもたちに、将来的に地域の

活性化に取組みたくなるくらい西宮浜を好きになっ

てもらいたいと考えていました。子どもたちに親しん

でもらうため、6 月から西宮市立西宮浜小学校の放課

後教室に計 18 回通いました。交流を深めるなかで、

子どもたちのニーズを知りたいと思い、アンケートを

とりました。また、11月か

らは西宮浜中学校の放課

後教室も始まり、こちらに

は 11回訪問しました。 

自主イベントも子どもたちの学びをサポートする

内容で行いたいと考え、自由研究のお手伝いイベント

「わくわくサマースクール」を企画しました。調理実

習と自由研究を兼ね備えたイベントです。 

午前中はカレーライスの調理です。全員が包丁を使

い、野菜を頑張って切りました。タマネギが目にしみ

た子どもたちは、「お母さんってす

ごい」とあらためて尊敬していま

した。大きな鍋にたっぷりのカレ

ーができあがりました。片付けま

でみんなで協力してできました。 

できあがったカレーライスは子どもたちによって、

それぞれの保護者へデリバリーされました。自分たち

が作ったカレーを保護者に褒めてもらって、得意げな

様子でした。実際、みんなで食べたカレーはとっても

美味しかったです！ 

午後は蝋についての自由研究で

す。まずはキャンドル作り。蝋を湯

銭で溶かして好きな色のクレヨン

を加え、オリジナルのキャンドルを

作りました。キャンドルが固まるまでの時間は蝋につ

いて、どんな種類があるのかなどを学習しました。蜜

蝋については、大学で飼育しているミツバチの巣箱近

くへ行き、実物を観察してもらいました。近くでみる

巣箱やハチミツに子どもたちは大はしゃぎでした。 

後日、保護者のみなさまにイベントでの子どもたち

の様子を、写真を添えてお伝えしました。お子様がご

参加くださった職員さまから「子どもたちから楽しか

ったと話を聞いたよ」と嬉しいお言葉を頂戴しました。

ご協力いただいた職員のみなさま、誠にありがとうご

ざいました。 
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当初の目標では漠然としていて何をしていいかわ

からないのが悩みでした。そこで、後期から活動の目

的を、地域の人と関係づくりをし、私たち神戸女学院

生の活動を知ってもらうことに絞りました。地域のイ

ベントにスタッフとして参加することにしたのです。 

まず 10 月 27 日に、

まちたびにしのみやの

プログラムである「西

宮マリナパークシティ 

アートウォーク 2018」

に、アートリーダーとして参加しました。西宮浜のス

トリートアートを鑑賞しながら歩くイベントです。事

前の勉強会でアートについて教えていただき、当日は

8 作品について解説を担当しました。自分たちの感じ

たことを交えて自分の言葉で説明したところ、堅苦し

くなく伝わりやすかったとご好評をいただきました。 

11 月 24 日には、しめ縄作り

講座に参加しました。準備の段

階から携わり、小学校での稲刈

りとわら打ち作業にも参加した

り、しめ縄につける稲飾りを人

数分作成しました。当日は子どもたちをサポートしな

(日時) 2018年 8月 21日（火） 

(場所) 神戸女学院大学 

(参加者) 神戸女学院大学職員のお子様と 

ご友人 10名 

(学生スタッフ) 4名 

 

 

 

 

 

 

(日時) 2019年 2月 13日（水） 

(場所) 西宮市立西宮浜公民館 

(参加者) 活動に協力いただいた関係者 9名 

(学生スタッフ) 6名 

 

 

 

 

 

 



がら自身でもしめ縄作りに挑戦しました。難しかった

けれど、立派なしめ縄が完成しました。 

12 月 1 日のひかりのツリー点灯式では、手作りの

アロマワックスを 300 個配布し

ました。前期のイベントで培った、

キャンドル作りのノウハウを活

かすことができました。アロマワ

ックスとあわせて西宮浜班の活

動を西宮浜のみなさんに知って

もらうため、チラシも配りました。 

このような大きなイベント以外にもハーバーカフ

ェに参加したり、宮っ子西宮浜版 2回分、各 2ページ

の作成を担当したり、様々な形で活動を展開しました。 

何度もイベントに参加するうち、西宮浜で活動する

さまざまな方々とつながりが生まれました。イベント

参加を提案してくださった方、活動内容についてご相

談にのってくださった方、みなさま親切にお力添えく

ださりました。私たちの活動の最後にご協力いただい

たみなさまにお礼を伝えたい、そして今度は私たちが

みなさまをつなぐ架け橋になりたいと思いました。そ

して、お礼の会を兼ねた「井戸端会議～西宮浜 ver.～」

を企画しました。 

当日はまず私たちから一年の活動報告をし、感謝の

気持ちを心からお伝えしました。次に私たちからお聞

きしたい項目を挙

げ、お 1人ずつ私た

ちの活動への意見

や、西宮浜地域での

問題、今後の展望な

どお話いただきました。活発に意見を交わすことがで

き、また名刺交換をされたりしていたので、新しいつ

ながりを作ることができたと感じました。 

みなさまにお礼をお伝えしようと開催した会でし

たが、かえって私たちのほうがたくさんのお礼とお褒

めの言葉をいただいてしまいました。西宮浜地域の

方々との関係を築き、私たちの活動の認知度を上げる

という目標は達成できた、と胸を張っていえます。 

 

 はじめてのフィールドで戸惑いの連続でしたが、つ

ながりの輪が少しずつ広がっていき、自分たちの活動

の目標を定めることができました。活動のたびに、西

宮浜のあたたかい人たちと出会い、素敵な場所を発見

し、私たちは魅力的な西宮浜がどんどん好きになりま

した。これからますます西宮浜地域が盛り上がってい

くことを心から祈っています。私たちの活動を支えて

くださった関係団体の皆様、そして西宮浜地域の皆様

に、心より感謝申し上げます。ほんとうにありがとう

ございました。 


